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The creative physical activity and learning that children produce on ball games involving hitting a target in elementary school IIE
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Sunlmary

This paper is a study ofteaching in elementary school llE on ball games involving hitting a target.The government curriculunl guidelines

in elementary school llE show content of ball games that including games involving hitting a target and oJ℃ nsive/defensive transition with

silllllple on the ball skills and Offthe ball lllllovements.We tried to interpret the creative physical activity and lear面 ng that children produce in

ball ganles class.

キーワー ド :体育の授業 的当てシュー トゲーム 子どもたちの動きと学び

I はじめに

本稿は、小学校 2年生での体育の授業 「的当てシュ

ー トゲーム」の実践場面における子どもたちの “動き"

に着 目し、そこに内在する子どもたちの豊かな “学び"

を読み解いていくものである。

さて、平成 23年度から全面実施 されている小学校学

習指導要領 ;小学校学習指導要領解説 (体育編)には、

第 1学年及び第 2学年の体育の目標ならびに内容とし

て、次のように記載 されている。

目標                    :
(1)簡単なきまりや活動を工夫して各種の運動を楽しくでき

るようにするとともに、その基本的な動きを身に付け、

体力を養う。

(2)だれとでも仲良くし、健康″安全に留意して意欲的に運

動をする態度を育てる.

E ゲーム

(1)技能

(1)ア ボールゲームでは、簡単なボール操作やボールを持

たないときの動きによって、的に当てるゲームや攻

めと守りのあるゲームをすること。

イ  ( “鬼遊び"の記載については略す。 )

ア ボールゲーム

ボールゲームとは、簡単なボールの操作の「ボール遊び」

と簡単な規則で行われる「ボール投げゲーム」、「ボール蹴

リゲーム」をいう。「ボール投げゲーム」、「ボール蹴リゲー

ム」では、次のようなゲームをする。

静岡大学教育学部附属静岡小学校体育部 *
静岡大学教育学部保健体育教室 **

(ア)物やマークなどの的に向かつてボールを投げたり

蹴ったりする的当てのボール遊びで、個人対個人、

集団対集団で競争するゲームをする。

(イ )攻めと守りを交代しながらボールを投げたり蹴つ

たりするゲーム(攻守交代のベースボール型ゲーム

に発展)、 及び攻めと守りが入り交じりながらゴー

ルにボールを投げ入れたり蹴り入れたりするゲー

ム (ゴール型ゲームに発展)をする。

[ボール遊びの例示]

0い ろいろなボールを投げたり、ついたり、捕つたりし

ながら行う的当て遊びやキヤッチボール

0い ろいろなボールを蹴つたり、止めたりして行う的当

て遊びや蹴り合い・大小、弾む・弾まないなど、いろ

いろなボールで、つく、転がす、投げる、当てる、捕

る、蹴る、止めるなどの簡単なポール操作をすること。

[ボール投げゲームの例示]

○ボールを転がしたり、投げたりする的当てゲーム

○的当てゲームの発展したシユー トゲーム

○ボールを転がしたり、投げたりする ドッジボール

[ボール蹴リゲームの例示]

Oボールを蹴つて行う的当てゲーム

0的当てゲームの発展したシュー トゲーム

○ボールを蹴つて行うベースボール

・ねらつたところに緩やかにボールを投げたり、転がし

たり、蹴つたりすること。

・ポールを捕つたり止めたりすること。

・ボールが飛んだり、転がつたりしてくるコースに入る

こと。

ロボールを操作できる位置に動くこと。
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1記載された内容からは、小学校低学年という発達設

階を踏まえる中で、“基本的な動き"であったり、“遊

び"であつたり、また “簡単なボールの操作"であっ

たりと、いわゅる「初歩的でやさしい運動 a体育の授

業Jをイメージさせられる。しかしその一方で “ボー

ィレを持たなぃときの動き"を技能面で意識させたり、
“攻めと守りのあるゲーム"を展開させたりといった、

いわゆる「発展的で戦略的な動きさえ期待される激し

い運動 。体育の授業」をイメージさせられるところも

あり、幅のひろい解釈が可能である内容とも言えよう。

その意味では、これからのボールゲームの授業は、授

1業者 徹 師)と 子どもたちの取り組みによって、様々

な姿に作り変えられていく“開発の余地がある授業"

であると言えるのではなかろうか。

ともあれ、学習指導要領の目標や内容を踏まえつも t

児童の実態に応 じた質の高い体育の授業、楽 しい体育

の授業の実践が、現在期待されているところである。

1静 岡大学教育学部附属静岡小学校体育部においても:

子どもたちの学びの深まりを聞指したボ・‐―ルゲームの

授業研究が進められており、平成 23年 10月 には全校

的な研究協議会 (授業研究会)のなかで、「的当てシュ

ー トゲーム (シュー トするために目の前に守りのいな

い場所を作るには、どのように動いたらいいのかな):

7時間扱い」を実践発表した。ここでは『問いをつな

ぐ学び』という附属静岡小の研究テーマのもと、技能

や思考 ,判断に関する子ども一人一人またチ姜ムの伸

FH5同士で共有するそれぞれの問い。追究過程に対して、

教師が寄り添い、適切な支援を加えることで、子ども

たちに豊かで多様な動きを表出させていつた。

1実践の詳細にっぃては「平成 23年度研究協議会体育

科学習指導本時案」また「追究過程Jを参照されたい

が、本稿ではその実践場面において表出された子ども

たちが織り成す豊かな動きに着目し、それらを分析・

検討するなかで、実践した「的当てシュー トゲームJ

の授業における学びの豊かさと、この授業に含まれる

さらなる授業開発の可能性の芽を見出していきたい。

霊 豊かな動きと学びを夢|き 出すための配慮 螂支援 |

1)基本的なルニル |   ■ |   ■  | |
今回の「的当てシュートゲニム」めルニルは以下の

ずぶ
で

なヽ櫨塾上&轟息越品機はA鬱Ⅲ品かも 1ふ

麒盤 3.5齢 麒%の ぼ―ナッツ状蜀轟リア軋‡職守艤チーー

姦 3饉 、3.5m以上離れた麟リツ1蓬 鐘赳緩―ふ 5饉が

饉置する。

崚撃鰹議 3.5鵡以上り菫リッからボ鳳ル警投げ:ボ底

|ルが的に蟻たり、るの軋が鑑lpllし た鰈金、政撃側に籍

薫 1点が与えられ檜。ボールの投入|ま通リアのが蜀艤

所からで亀爾畿。

守騰ulli歳 峨触以上 3.5m以鰺蜀灘状の轟リア湾:こ おしヽ

で、政は餘から投げ込驚れるボール書ブ餞ッケして、

ボールが鰤に轟たらないよう|=す る。守鷺のポジシ瑠

ンまま、量リッやどのM所でも同畿。

政繋側の金量が纏慮鏃た鰈舎|まサー●ス点とはて人

数分の轟 (5人爾5蕪 )が加算される:

鰯|こ ボールが当たっても、憫が軽lyll慇 なければ得点に

ならない。鑑制した艤舎|よ 、攻撃ullが約を角の位置|こ

戻す。

試舎時褥議試むやゲー底 3分tり 轟グ戦 3分 とし、政

守入れ警わけ審露鰯締い、最終的な舎鮮繹点で構敗を

決踊る。

く動鳥 トロ> 13.5職

‡厳靱

鸞守備 3名  ☆攻撃 5名  隋 =的

授業の進行に伴いて子どもたちの提案の中で変更さ

れるルールは出できたが、基本的には以上のルールの

下にゲームを行つた。

配慮 した点は、まず、ゲーム自体の得点方法を、|わ

か りやすくシンプルにしたことである。

「攻撃4111は 、攻撃珂 アからであれば、どこからで

もボールを投げてよい。そして、約を軽例 させたら得

点.守備側は、守備エリア内でボ…ルをブロックして、

ボールが的に当たるのを阻止する。」とい う明快なゲー

ムスタイルを打ち立て、それを維持するためのルール

設定とした。

<駿隆ullが特場進雄メ      
ー
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シュート蟻―Å警なぐ議 ポール機ゾ醸Ψ鬱

わかりやすくシンプルなゲームスタイルとル…ルを

用意することは、競技への積極白もな参加が容易になり、

子どもたちの豊力ヽな動きと学びを表出さ溝ゐことにお

いて、大変重要なことであると考える。

数に、攻なの人数を3薦 、守備の人数を9鳥 とし、

数鍋な優位性を確保させて、攻撃側ぶ得点しやすいよ

うにした。

畿攣憫瘍洟鐘罐藤ヾ畿《燿Å畿設鼈

また、守備勢エリ
~/を

輸から1職離すことで守懺で

きない空間を提供し攻撃側に有鵞]な状況を設定した。

嘩鰺警鶉か怒鶉すことで菫議れ膊趙蜃

子どもたちぶことつて 「得点Jでき為ことは、考れ自

体、喜びであり、疲籠向上や膚鰻意工夫の取 り組み‡こ向

けでの原動力でもあるか。得点じやすし`儘位な状況を

設定することも、致撃側にある子どもたちの授業へ仰

参寿露意欲を高め、豊かな動きと学びを表出させ儀こと

において、大変重要なことであると考える。

ただ、戦 守の人数の幾Jや 特 備できないエ リアの

設定Jも 、絶対鋳蹴優位を与えるとい うのではなく、

攻撃側の技能向上や創意正夫が伴かなければ篤単には

得点することはできな1/h状況になるよう配慮 した。つ

まり、「攻守の人数の差Jも 急人対 2人では攻撃側が得

点しやすくなりすぎるLノ 、「守備できないエリアの設

定Jも 的から2難に設定することは、空間が広くなり、

目の前に守 りめいない状況をつくり出そ うとする教材

め魅力に十分にひたることができない。

「攻撃側にとつては有泰』だが絶対的な有利 さではな

い」、「得点は “簡単"冶 うだ澤、“と
~t‐

も籐単"と 言え

るほどではをいJと い う状況の設定である。

この状況の設定は、攻撃側の子どもたちに対して t

チャレンジ精神を高揚させるととにも寄与するととも

に、守備機の子どもたちに対 しても、「努力と工夫次第

で、最少失点に抑え4こ ともできる (奪 あとで遊転で

きる)Jと いう思1/1を抱かせることにもつなが り、攻ヅ

側守備燿双方に対して、競技することめ意欲を高め、

豊かな動きと学びを表出させることにおいても、大変

重饗なことであろと考える。

次に、攻撃の翼 ジアと的までの距離の設定にやいで

であるが、投力が低ひ子 どもにわいでも「的を倒せる

かもしれないJと いう期待や [的 を例 したいJと いう

意欲、また 「どうすれば倒億懸のだろうJと し` う虜J意

工夫 (2種考)、 加えて「投げることに関する技畿向上分

取 り組み」が連続的に維持 場発展されることを願い、

1年時での約当てゲ凛ムの経験か亀、どの子も的に直

接当て梅ことが出来る瀬饂 =3.5職 )と した。比較的、

近い距離設定である。 しかし、ゲームになれば守備側

の相手 9轟 が的の前 lc~立 ちはだかることに喩り、単に

「ボールが鍋に運 く』だけでは得点はできない。

鯰畿鯰鱗くま通轟釉蛛慶そこ‡逗壼鶴鐘だが隧守鷺

やまつれ目の前に守 りのいない状混から「素早く勢

いのあるボールを投げること』ルζ得点獲得には必要と

なり、同時に、そ舎よう鍮投劇 癖できなければ、厳サ

イ ドにいる仲間れの効果的なパスも達 ら鍮くなる。投

力が低い子どもが 「崎は狙えそ うなところにある。で

も、灼を機すためには、鷺の前に守 りがいない方がい

いな。冶ゆためには、どうしたらいいのかな。Jと いう

思いを抱き、読披することの意欲を高めることが可能

となる雛離を模索し、それを今回は 3.5腱 と設定した。

子どもたちの投力 鬱実態に応 じての灼までの距離の

設定も、豊かな動きと学びを表出させることにおいて、

大変重要なことであると考える。

罐嘩蠅辟饗痺こ赦≫

響

k・子

η
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2)的 ‐ _  ■ ‐
‐ ‐ ‐ | ||

今回の 「的当てシュー トゲ∴ム」では、子どもたち

の授業への参加意欲を高めるために、ほぼ円柱の形状

をした立体的な的を新規に開発 車製作した。

材料としては既成のもの活用し、容量 70リ ント
'レ

の

ポリバケツを 2本、口を重ねて上下をテープで接続し

た (重 さ約 5kg)。 また、一方の面 (底面)の くばみに、

土台としての円柱状の缶 (高 さ 13cm)を 接着させた。

く鼈 簑甕閻≫ I側爾勒議畿]

高さ 125む轟

[圭 台繭] [麟 撼下爾]

壼後 6.5。漱  鍼 ‐‐ _二___蒻

1     麓饉 50側

特徴 としてはtまずもつて、ユニ∵クな形状をして

いることである。また、子どもの体型 と比較しても、

存在感のある大きさの的となつているししかしながら、

中身が空洞であることと、地面との接地部分となる缶

て土台面)が、上部のバケツの大きさと比べ非常に小

さく、その足元の頼 りなさから、外部からの力が加わ

れば簡単に転倒 しそ うなイメージを子どもたちに与え、

攻撃側の 「倒れそ うだからfplし たしヽ」とするチャレン

ジ精神を高揚させるのに効果があると思われる。カロえ

て、存在感のあるその的の大きさから、実際に的を倒

した時に子どもたちが得られる達成感 輌充実感は、か

なり強烈なものになることが予想され、その体験が競

技への取 り組みに対して更なる意欲を沸き立たせるも

のになると思われる。また、的の例れ方が、その形状

からいわゆる Fバ タンJ「 ドタン」というような破壊的

なものではなく、「ゴロン」「コロンJと いう表現が似

合 う可愛らしい倒れ方をすることから、子どもたちは

|そ の的に愛着さえ感 じなが ら安心 して競技に取 り組め

るものと思われる。   .       _
また、的の天丼部分にボールが当たることでt転倒

する可能性も出てくる形状となつてお り、いわゆるル

ープシュー トによるシュー トも、攻撃lHllの投球の選択

肢として保障される。

.以上のような的の開発もご子どもたちあ授業人め積

極的な参加意欲を高めて豊かな動きと学びを表出させ

ることにおいて、大変重要なことであると考える。

瘍

螂

3)ボニル      |      ■ ‐   ‐

今自の「的当てシ三ニトゲニム」では、‐7-どもたち

の授業への参驚意欲を高めるために、ボニルとの接触

による痛みや恐怖心を極力抑え、同時に、大きさ 。質

量において小学校 2年生の手に馴染みやすく、「投げや

すい」という感覚を得られることが期待される以下の

「ソフ トスポンジボール」(モルテン製)を選択 。利用

した。     |

くボ≧ノ難>

ソフト入ガンラボ轟ル

大きさ :菫鬱約 lSc翻

筐さ :嗜 3◎～1503

|こ のボニルの特徴は、上記にカロえ、投げられて床に

1落ちた後のバウンド蒻眺ね返りが、緩やかで優しく、

競技中にフンバウンドパスをバウンド直後にキャッチ

する際でも、そのボールの勢いで指先を痛める心配が

少ない。加えて、守備側の子どもの顔に、攻撃側の子

どもが投げるシユー トボールが直接当たらたとしても、

その柔らかさから、大きな怪我が発生する可能性も低

い。このような安全性の高いボールを利用することも、

子どもたちの授業への参加意欲を高め、豊かな動きと

学びを表出させることにおいて、大変重要なことであ

ると考える。 '

また、ボニノ彦が難し`ということな:をあボニルの質

量 と前述の的との関係において、「ボニルが的に触れる

程度では、的は倒れない (得点できない。)」 という状

況を生み、結果 として、「得点のためは、勢いのあるボ

ールを的に当でなくではならない。」、「そのためには力

二
杯投げなくてはいけない。」という課題を、子 どもた

ちへ与えることになる。柔らかくて軽いボールの利用

によつて生 じる状況や課題に立ち向かわせることによ

つて、課題解決のための新たな思考 ,意欲を促すこと

も、子どもたちの豊かな動きと学びを表出させること

において、大変重要なことであると考える。

理)シ 止クシ轟卜 ■ ‐|    ■  ■ ■  ■

言語活動も重視しながらの今回め授業では、子ども

たちに授業ごとフークシー トヘの書き込率をさせ、教

師はそれにコメントを記入していく形で支援を行つた。

フークシユ トには、単元の違究課題でもある F目 の

離に守りのいない場所でボールを持つた状況を作るに

は自分はどのように動いたらいいのかな』というタイ ‐

トルを明記。その下には、子どもたちが書き込みをし
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やすいようにコ轟 卜の選を予め燿意 し、『このように動

いて目の前に守 りがいない状況な作拳うとしたらこう

なつたよJと い う記載のあるスペ‐―‐スペ、文字とイテ

ス トを燿いて自分やチ…ムの動きを記述させた。加え

で、「どのように動いたら目の前に守 りがいない状紙を

作れ 4のかなJと いう議載のあ

`ス

ペ¨スも燿意 し、

上で記述 した自分やチーームの具体的な動きな隣まえつ

つ、新たな動きを力露えた り、まったく新 しい動きを具

体崎に揺案 したりする機会を子どもたちへ提供する中

で、それらの動きの効果 。価値に対する学びが灘めら

れるよう配慮 した。

フu――クシ← 卜の講層にようで、子どもたちが難分た

ちの学習の現状な癬轟意し、始の長ワシむ譲蝙璽を見出しな

がら、次の学習に向かわせようとする取 り組みら、子

どもたちゆ豊かな動きと学びを表轟させる逸とに驚い

て、大変重要なことであると考える。

議 子どもたちが職 り成す豊かな動きと学び

7時鸞構成の授業の様々を学習場爾力ヽも、本稿では

「ゲ…ム は 合)場爾Jの 吸 撃側Jにある子どもた

ちの動き lc‐ 着 圏し、その学びを読み解いていく。

子どもたちは「的を倒す」という攻撃側の立場にお

いて、様々蹴動きをell造的に作 り出し、そして実践す

る経験を理 して技能を高めながら、その動きに関する

価値や効果についての学びを深めていた。

以下に,ま 1● の場面に対 して、「文章での議適Jと『写

真の機示Jに よって、その動きと学び¢具体を提示す

碁。

<場面 1>

守蟻砕 3人がそろつて鉾の前に立ちはだか昏状況に

おいて、素早く走ゐ (右周 りのダッシュ)こ とによ儡

Fポジぅ/ョ ンを移動 して攻守の位置関係を変化さ構る

動き」と ま仲間と同調 しながいポジションを移動する

動き」により、守備の障形をかく番し、守備の 2人をボ

U――ル保持者にラ|き 寄せることができ、院の前にプリ驀

な空間を作ることに成功 した:

また、立ち止まってか毎ではなく、F走 りながら体を

ひね り投球する動き」により、守備にブロックの時間

を与えない状況を作 り出し、シュー トすることに成瞬

した。

① ポジションを移動して攻守の位置関係を変化さ

せるという動きと総勢価値 爾効果に関する学び

⑫ 仲間と同調しながらポジションを移動するとい

う動きと考の価値 薔効果に関する学び

③ 立ち止まつてからではなく走りながら体をひね

つ投球す4と いう動きとその価酢 効果に関す

ゐ学び

<場面 2>
1と は逆の方向 (左回 りあダッシュ)に索早く走る

ことにより、 1と 同様の成果を生み出した。

また、シュ… 卜の際、「走 り蹴がら体をひなりつつ垂

直方向に力強く銚び上が り投球―
t‐ る動きJを行 うこと

319
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により、ダッシュに伴う進行方向への慣性的な体の動

きにブレーキがかかり、守備の子どもたちの進行方向

へのllR性的な体の移動と自分自身の体の移動との間に

ギャップを生むことで、守備できないフリーの空間を

作 り麟し、シュ… 卜することに成功した。 |

|「 1あ 6めた力iえ1   11 ‐ ‐ ‐  |
① 移動している状態において急激に体をかねり垂

1  直方向に力強く跳び上がって水平方向への体の

1移動に制限をかけながら投球するという動きと

‐●その価俸 効果に関する学び

<場面 3> |               |
膝を曲げ腰を落とし「低い姿勢で構えて素早く左右

にポジションを移動させる動きJと シュ¨ 卜するチャ

ンスが訪れた時には一気に体を大きく高くして投球す

るといつた「体の上下の姿勢変イヒをつける動きJによ

り、守備の陣形をかく乱、守備にブロックの時間を与

えない状況を作り出し、シュー トすることに成功した。

① 低い姿勢で構えて素早く左右にポジションを移

動させるという動きとその価値 檬効果に関する

学び

② 体の上下の姿勢変化をうけるという動きとその

価巖 効果に関する学び

<場面 4> ‐■ |■ |         |  |

膝を曲げ腰を落とし「横方向へめ素幕く大きな一歩

を踏み出す動きJと 「素-7-い横投げの動き」の組み合

わせにより、守備にブロックの時間を与えない状況を

作り出し、シュー トすることに成功した。なお、「大き

な一歩Jめ前の、反対方向への「相手をり|き 付ける目

つ
ん
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配せ (携線)と ゆうくりとした動き」も、シュ凛卜成

功に貢献したものと考えられる。

園配せも含めて相手を等|き 付 l―J‐ るため鈴ゆっく

りとした移動とい う動きと考の価値 輩効果に関

する学び

横方晦への素早く大きな一歩を麟み轟すという

動きとその価値 総議果に関する学び

素早しヽ横投げという動きと推の価値・魏果に関

する学び

<場面 纂>

守続がボ轟ル保持者に意識を集中している中: F潟

の前に守構がいなしヽ場所に移動 し、両手をあげでバス

を要求する動き」と「低い姿勢を維持 し、左鮭を少 し

前に出し献がらボ¨ルキャッチする動きJに より、パ

スをしつかりと受け止め索早く投球するための体勢母

準備を整えることに成功 した。ボ…ルキャッチ後、「ノ

…ステップでの素早く投球す昏動きJに より、守備に

ブ滅ックの時間を与ぇない状況を作 り出し、シュニ

することに成功 ξ/た。

鐵吟前に守備がいない場所に移動し両手をあげ

てパスを要求すほという動きとその価値 墜魏果

に関す碁学び

低い姿勢を維持し左鮭む少し難に出しなぶらボ
‐―ルキャッチす4と いう動きと考め価値 患効果

に関す機学び

プt― ―ステップでみ素琴く 投球するという動きと

始の機饉 奪効果に関する学び

<場面 6>                |
守備二人が両手をあげながわ前後に位置 している中、

「4El手 を導|き 付け懸醸配澄 (視線)と ゆつくりとした

①

の

Q

①

②

③

つ
じ
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動きJに よらでt守備二人を自分の移動に同調させシ

ュ姜 トコースを作り出すことに成功した。同時に、守

備が両手を上げている状況の中、ディアェンスの対応

が遅れる脇の下付近にシュn‐―トコ←スを見据え、更に

ディフェンスの対応が遅れる「振りかぶりのない (チ

エストパス)素早い投球の動きJに より、シュ∵ 卜す

ることに成義した。

日配せも含めて相手を撃|き 付けるためのゆつく

りとした移動という動きとその価俸 効果に関

する学び

振りかぶりのない素早い投球という動きとその

個藤 効果に関する学び  |

磋 金 二 l魃 左 三 二 恵 ‐

守櫨擁の 3人が集中的に
~n~手

を上げながら塞いでいる

状況の中、その向かいに位置する攻撃側が、曲分の顔

の前辺りへのダィレクトのパスボールを投げてもらい

「始のダイレクトのパスボールを手で打つ (ス パイク

する)動き」により、 3人による集中的な守備の態勢

が整つていく時間を与えないことで、シュー トするこ

とに成J~3し た。             |

① ボーーフレを受け取らたあとにそめボニルを投げる

のではなく、ダイレクトのパスボールを手で直

接打つ (ダイレクトスパイクする)と いう動き

|と その価値 唸効果に関する学び

<場面 8>‐ |  |    | |  | ||

|ボールをあまで農かをることが持ゃ菌難であらた攻

撃側の子どもが:伸間に励まされ投球の機会を与えら

れる中、ボニルを保持したのち、1自 分の間合いでゆら

くりと後ろに下がり、「的に対して真っ直ぐ助走しなが

ら力二杯に投力する動きJに より、到達距雛の長い力

強いシニ黒 卜をすることに成功したもボールは守備に

ブロックされてしまつたが、始の位置が守備の顔の高

さであつたことからも、1投球の力強さが把握できる。

① 奔]巌 E‐F_離を伸ばすためにt的に対して真っ直ぐ

助走しながらカー杯に投力するという動きとそ

の価値 0効果に関する学び

①

②



小学校体育科 ;「的当てシュートゲームJの授業における子どt)た ちが織り成す豊かな動きと学び

勒

撼
<場蒔 9>

守備を振 りきリシュ議 トコースをつく巻ための味方

へのスムーズなパス回しが必要とされる中、ただ速度

の速い強いボールをパスす機のではなく、受け取る人

吟特イ数に応 じた 『胸元に届 くや さしいソンバウン ドの

ボ・―‐ルを味方ヘパスする動きJに よ惨で、キャッチミ

スの発盤率を低下させ、その後仰スムーズなジターシ

パスを成功に導いている。ただ、往復されるボE―‐・ルに

対する守備の反応が早く、「守備を振 りきリシ凛t‐ ―トコ

ースをつくるとい うパスの目的Jは直ぐには建成出来

なかつたが、このスムー・ズなパスまかしにより試合の

後半になつて守傭機は偉力浩うに綾集、守備の議難が整

わなくなり、結果的に後半には多くのシ_tt― トコ…ス

が生まれ、得点に結びつくシュー トが成功 していつた。

① キャッチじやすく、またその後のリターンパス

もしやすい、胸元に届くやさしいリンバウンド

のボー‐ルを味方ヘパスするとしヽラ動きとその価

値 9効果に関する学び

<場面 蓋③>              |

守備 BAを り|き つけ、反簿無めスペースがオープン

(ア・リー)と なつていろ状態で、攻撃機による力強い

)ュ ー トが放たれようとする中、そ母後件羅間として、

ボー‐ルが鑽に轟たらず反対側にダイレク トに流れた場

合には、そのシュー‐トボいルは幾巣鏑なパスボ…ルに

なる可能性があることを予見し、「/ヾ スボールをキャッ

チするためにボールの落下地点を予測しながらオープ

ンスペ…‐スヘ走 りこむ動きJに よって、そ命後の攻撃

の準備をしてい昏。

結果的に味方のシュー トは約を外れ、・―転、勤果鍋

なパスボールが飛来す儀状況の中、守備の障形が整 う

前に素早く次のシュー トを放つために 「体の右無でボ

3費3
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ニルをキヤッチする動き」により、その後の素早いシ

ュー トをすることに成功 した。|       ‐

① l珠方から投げられた「シユニト」のボ∴ルが、

的を外れれば FパスJのボールにも成り得ると
‐ いう認識のもと、ボールをキャッチするために

ボールの到達場所や弾J達時間を予測 しながらオ

姜プンスペ S――スヘ走 りこんでいくという動きと

|  その価俸 効果に関する学び  |

② 体の右側 (ボーノンを投げる利き手側)でボふル

をキャッチするという動きとその価値 趣効果に

1  関する学び

Ⅳ おわりに |  ■  ■   | | |

.本
稿では、「白勺当てシニニ トゲ凛ム (2年生)」 の授

業における子 どもたちが織 り成す豊かな動きと学びに

ついて、具体的な映像記録 (写真)による分析を踏ま

えながら読み解いていった。

‐『ゲエム ー
は 合)の場面』め:しかも『「攻撃側Jの

子どもたちめ学習場面』の様子に限定した分析ではあ

うたが、その中においても、1子 どもたちが個人また集

団としてEll造的な動きを開発 。実践していきながら、

その動きに関する価値や効果についての学びを深めて

いく様子を提えることが出来た。

小学校の体育の授業においての、子どもたちの豊か

な動きと学びの成立l―■、様々な要因 (学級構成員の人

間関係から、子どもの特性ゝ意欲、態度、学級を包む

雰囲気、それまでの学習の進度、また、教師の支援内

容、問い、震間、教材、教具、場の設定、等々)が、

複雑に影響し合つての結果ではあるが、本稿におぃて

具体的な映像記録の分析を踏まえて見えてきたことは、

先の藪の章で示した「配慮や支援の内容Jカミ、子ども

たちの豊かな動きと学びをり|き 出すために、極めて大

きな影響を持つものであろうということである。

1 詳しい内容は上述 (通 の章)を参照されたいが、学

習者の実態を麟まえ、意欲的に競技に取り組みたくな

るルールや場の設定でまた、利用する道具の二夫、適

切な子ども支援とワークシー トの活用等による配慮が、

子どもたちのFFtJ上心 溶追究心を高めさせ、その動きと

学びを豊かなものへ導くことに大きく貢献したものと

思われる。

1今後は、1今回採用した「ルニルJや「的J、
「ボニルJ

等が、多くのだ、学校低学年における「ボールゲームJ

の単元で活層され、その実践過程の中において、さら

に効果的なものとして発展的に作り変えられていくこ

とを願 うものである。「ボールゲ…ム」の授業の発展に

おいて、今IBIlの実践研究の成果がその一助となり得る

ことがあれば幸いである。

なお、本稿で対象とした授業におし`て、その指導案

の作成から授業開発 。授業実践に関することは望月正

が担当し、撮影・映像分析とその記録 参記載等につい

ては赤圏信一が担当した。
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